









 ú � E �Ê


 ƒ � - 	�

	 t � O �•

�5�&�- � 6 � 3 �-

�����������å�S�y�H������ �s�y�M�`�T�˜� �ï�Â�æ�ž�Ã�²� �ï�G	Æ�y �®�Ú�T�¢�Õ	Æ�¯

�.�B�O�O�B�L�B���4�"�-�0�/���¢�Ú�ï�Æ�§���±�é�ï�£


t
’�]�Ú�T�¢

�ä�³�¼
•�;�Ò�Ü�q�þ�y�b�>�y�ž�™



別添

金沢市専光寺に本社を構え加工食品の開発・製造・販売を北陸で展開している　石川中央食品

株式会社の社員休憩スペースのリニューアル計画。

　「社員同士のコミュニティと様々なアクティビティを誘発する空間の創出」　をテーマに本計画が

始動した。

“社員の為に日本一の休憩室を設えたい”という石川中央食品北野社長の想いと、「安心」と「安

全」が極めて重要になる「食」を扱う企業に対し「日本一ひとと環境に優しい空間」をコンセンプト

に掲げてデザインに臨んだ。

まず元々倉庫だった場所を新たに休憩スペースとして改修する為なるべく閉塞感を感じさせない

開放感のある空間をイメージし、多様に点在するデザイン要素をシームレスに繋げ空間全体の

一体化と各ゾーンの明確化を目指した。

そしてスペース全体を大きく2つのゾーンに分類し、社員と外部の方々が利用する商談スペース

は白と明るい木目が基調の活力溢れる意匠とし、対して社員休憩スペースでは黒と濃い木目が

プライベート感を醸成する落ち着いた雰囲気づくりを試ている。

各所の仕上げ材にはなるべく天然素材やリサイクル材料、アップサイクル素材を使用しており、

既存のモルタル床も特殊な水性塗装仕上げを選択し床貼り材を使用しない等、環境負荷軽減に

も配慮した。

またロビー側入口の壁面を空間で使用した様々な素材を組み合わせた意匠にすることで本プロ

ジェクトの理念を印象的に発信する媒体として設けている。

他にも随所にグリーンを配置させ視覚的・体感的に安心感や居心地の良さを与える仕掛を施して

おり、中央に配置した新商品試食コーナーでは約7mの大型調理カウンターと壁一面のウォール

グリーンが活気溢れる時間を演出している。

石川中央食品の「中央」と「みんなが集まる中心」という意味を込めてネーミングされ新たに誕生

した　「mannaka SALON」。

環境や人々のコミュニケーションといった多様な現代の問題に対して企業が今後どのように取り

組み発信するべきか、そしてデザインを通じてこれらの課題をどの様に解決するか真摯に向かい

合ったプロジェクトとなった。


